
 
◆ 保育の事例 
 

 
 
『おばあちゃんすごい！』 （中川ひろたか・文 童心社） 

 
 
 
 
 
 
 
    

 「 
 
 
 
 
 

                  
 
 
        絵本を通してイメージが膨らみ、会話が弾みます。 
 
 
 

 
    
  日常的な交流を積み重ねているので子どもたちもとても楽しみにしています。 
お茶を飲みながら穏やかな時間が流れていきます。 

 
 
 
 

                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－４２－ 

  

 

 

 

 

 

保育園に遊びにきた素敵なおばあちゃん。 
お手玉や折り紙、あやとり、こまが得意です。 
おばあちゃんすごい！ 

おばあちゃん いろいろ

なことができるねぇ 
ぼくのおばあちゃんも

あやとりできるよ 

虫のことも知ってるよ 
まゆちゃんのおばあちゃん、

花や野菜のことよく知って

いて教えてくれるね 

見てみて！ 
ぼくたちこんな

にできるように

なったよ 

あら、すごいねぇ 
ステキだねぇ 

一緒にお茶を 
飲みましょう 
 
楽しいお話 
ありがとう 

またあそびに来てね 
楽しみに待ってるよ 



 
 

 
  運動会で幼児と祖父母の「ふれあい玉入れ」を企画し、交流しています。保護者

に配付する運動会のお知らせで、事前にねらいを伝え参加を呼びかけています。 
 普段送迎で保育所を訪れるおじいちゃん・おばあちゃんだけでなく、孫の元気な姿 
をひと目見ようと応援に駆けつけてくださった方もいます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
おじいちゃん・おばあちゃんは３歳児と手をつないで入場します。 
子どもたちとの力加減を考えて、投げ方のルールはちょっと工夫して楽しみます。 

 
 

 
年長児が手作りプレゼントを贈り、お礼を述べます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－４３－ 

 

おじいちゃんたち 

いっぱい玉が入るか

なぁ 

フレー！フレー！ 
ばら組さん おばあちゃんも

入った？ 

たくさん入ったねぇ 

ぼくたちワクワク 
ドキドキするよ 

 

今日はありがとうございました 
 
私たちが作ったどんぐり 

ペンダントです 
 

たのしかったよ 



 
  

  
 学区の民生委員・主任児童委員と協力して企画します。年長児がコミュニティセンタ 
ーにでかけ、一緒にうたを歌ったり、伝承遊びを楽しみます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           民生委員さんにこまを教えてもらいました。 
 
 
 
 
 

－４４－ 

 
  

園だより・クラスだよりで、子どもたちと高齢者が楽しく遊び、笑い、語り

合う様子を知らせ、交流していくことの大切さを伝えました。 

 

  

 

 

  

あやとり上手だねぇ 
私もやってみましょう

かねぇ 

こうやって次はこう

やるんだよ 

そうそう  
それでできるよ、

おばあちゃん 
 

教えてくれて 
ありがとうね 

まぁ楽しそうねぇ 
きれいにできてるわね 

あなた器用だね 
いつもあやとり練習

しているの？ 

私、あやとり好きなの 
今、三段ばしごに挑戦

しているの 

ぼくのも見ててね 
おじいちゃんもすごい

ねぇ 
 

先生、この子が卒園す

るときに 
“こまが上手で賞” 
をあげてね 


